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一般社団法人新潟県中小企業診断士協会    

会長 土田正憲 

 

中小企業診断士が豊かな社会をつくる 

 

 

 

中小企業診断士の活躍が中小企業の振興を通

じて豊かな社会をつくる。私はそう信じています。 

 

昭和 23 年 11 月 4 日、中小企業庁により「中小

企業診断実施基本要領」が制定され、「中小企業診

断士制度」が発足しました。74 年前のことです。

そして平成 30 年に、全国組織である（一社）中小

企業診断協会は 11 月 4 日を「中小企業診断士の

日」とし、この日の前後に全国の都道府県にある

診断士協会において「中小企業診断士の日」のイ

ベントが開催されています。 

新潟県協会は今年度、「中小企業診断士の日」の

イベントとして、11 月 15 日に朱鷺メッセにて「中

小企業経営シンポジウム in 新潟」を開催し、約

90 名の方々（中小企業経営者、支援機関、金融機

関、協会会員等）にご参加いただきました。当日

は外部講師による基調講演と協会会員による分科

会で構成され、組織風土改革から、近年その重要

性が注目されている心理的資本やＤＸ、知的資産

経営に関する講演が行われました。 

 

経営に関する講演が行われました。 

当協会の定款には以下の目的が示されていま

す。このたびのシンポジウムは「中小企業診断士

制度の普及と推進」の実現につながるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症や大規模災害、国際

情勢の緊迫化などから中小企業を取り巻く経営環

境はかつてないほど急激に変化しており、これま

でに経験したことのない脅威に直面しています。

しかしその一方で新たなビジネスチャンスが生ま

れていることも事実です。だからこそ「自社は何

のためにあるのか！」という存在意義に立ち返り、

将来のあるべき姿を明確にし、その実現に向けて

事業に取り組んでいくことが重要です。私たち中

小企業診断士は経営者に伴走し、企業の成長と発

展を支援します。またそのために、当協会は会員

相互の連携を促進し、資質の向上に努めてまいり

ます。今後とも何卒よろしくお願い申し上げます。 

なお、シンポジウムの詳細につきましては本誌

の会員執筆の記事をご覧ください。 

末筆ながら、たくさんの方々のご協力のお陰で

シンポジウムを開催できたことに改めて感謝申し

上げます。ありがとうございます。 
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診断士にいがた SOUP LETTER 

本会は、新潟県中小企業診断士協会会員相

互の連携を緊密にし、会員の指導及び資質の

向上に努めるとともに、中小企業診断士制度

の普及と推進を図り、もって中小企業の振興

と国民経済の健全な発展に寄与することを目

的とする。 
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中小企業診断士の日イベント 

 「中小企業経営シンポジウム in新潟」 

広報委員会 樋口圭治 

11 月 15 日、朱鷺メッセにて、新潟県中小企業

診断士協会主催による「中小企業経営シンポジウ

ムｉｎ新潟」が開催されました。 

前日までに、合計 92 名の事前申し込みがあり

ました（内訳 当協会会員中小企業診断士 26 名、 

一般来賓 66 名）。当日は都合によりキャンセルさ

れた方もいましたが、90 名近い方からの参加をい

ただきました。 

 当イベントは、基調講演 90 分、分科会 45 分と

いう構成です。 

 基調講演では、上越市のワイナリー(株)岩の原

葡萄園の代表取締役で、中小企業診断士の資格も

有している神田和明様から「～with＆after コロ

ナで際立つ～『求められる新しい経営者の視点』」

というテーマで、ご講演いただきました。 

 講演は、岩の原葡萄園の実体験やコロナ禍への

対応、これからの経営に必要なポイント、求めら

れる経営者の新しい視点等といった内容で組み立

てられており、とても興味深いものでした。その

ため多くの参加者から、おもしろかった、為にな

ったといった声が聞こえました。今回の参加者で

ある企業経営者や支援機関の方々、そして我々中

小企業診断士にとって、とても参考になるお話だ

ったのではないでしょうか。 

また講演終了後は、神田様が書かれた著書「リ

ーダーが壁にぶちあたったら読む本」の即売会も

行われ、用意した本が完売するといった盛況ぶり

でした。 

基調講演終了後、新潟県中小企業診断士協会会

員 3 名による分科会が、各部屋に分かれて行われ

ました。 

宮澤奈緒子会員は「社員の力を引き出し生産性

を高める秘訣～自己肯定感をベースに～」、本間大

輔会員は「中小企業のＤＸとは～デジタル初心者

のための業務効率化のススメ～」、横山康之介会員

からは「見えない資産にこそ価値がある！～知的

資産経営の実践に向けて～」というテーマで、そ

れぞれ講演が行われました。 

分科会の講演はそれぞれ異なったテーマだっ

たため、聴講者側もどの講演を聴くか、選択しや

すかったのではないでしょうか。そのせいか、そ

れぞれの聴講者はほぼ三等分された形になってい

ました。 

会場にはＮＨＫが取材に来ていました。基調講

演や分科会の様子を撮影し、土田正憲会長がイン

タビューを受けていました。この時の様子は、地

方版ではありますが翌日のＮＨＫの様々な時間帯

のテレビのニュースで放映されました。土田会長

をはじめ、当協会会員等見慣れた顔がテレビ画面

に映ったため、驚かれた方も多かったのではない

でしょうか。 

このように、今回のイベントは大いに盛り上っ

たものとなりました。多くの人達に、中小企業診

断士の存在をアピールできたのではないかと感じ

ています。 

我々中小企業診断士も、今回の基調講演や分科

会で得た新たな知識を活用して、更に躍進してい

きたいと考えています。 

 

「中小企業経営シンポジウム in新潟」懇親会 

広報委員会 山崎寛和 

 中小企業経営シンポジウム終了後、ホテル日航

新潟 30 階「鳳凰」にて懇親会が開催されました。 

一般参加者と当協会会員診断士合わせ約 30 名の

方々からご参加頂き、親睦を深めました。 

 懇親会では、(株)岩の原葡萄園の神田社長のご

厚意により会場内に岩の原ワインの試飲ブースを

設けて頂き、コース料理と共に赤・白のワインが

振る舞われました。基調講演では岩の原葡萄園の

経営に関して貴重なお話をお聞きすることができ

ましたが、懇親会では実際の商品を味わいながら

意見交換することで、岩の原ワインの魅力を更に

感じられる時間になったことと思います。 

 今回久しぶりの懇親会開催となりましたので、

一般参加者の方にとっては中小企業診断士と交流

できる良い機会になり、会員診断士にとっても大

変有意義な会となりました。 

協会活動報告 
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分科会１「社員の力を引き出し生産性を高める秘

訣～自己肯定感をベースに～」 

宮澤 奈緒子 

企業活動（生産性）に、個人の資質とも思える

自己肯定感が、どう影響するかをお話ししました。 

自己肯定感とは、「自分の存在をありのまま認

め、その自分を好意的、肯定的に受け止めること

ができる感覚です。「自分が自分であって大丈夫」

という感覚で、自分が自分についてどう考え、ど

う感じているかによって決まる感覚のことです。

そしてそれは低い状態であってもトレーニングに

よって、高めることが可能です。 

個々の自己肯定感は、離職者、メンタルヘルス、

心理的安全性、エンゲージメントに関わります。

人事系の「制度やしくみを整えてみたけど、思っ

たように機能しない」そんな企業のお悩みや課題

が、社員の自己肯定感を高めることによって、ど

うして解消できるのかをご説明しました。 

今回は貴重な機会を頂戴したことに大変感謝

を申し上げます。 

 

分科会２「中小企業のＤＸとは～デジタル初心者

のための業務効率化のススメ～」 

本間 大輔 

          私からは、「中小企業の 

         ＤＸとは～デジタル初心 

者のための業務効率化の 

ススメ～」というテーマで 

報告させていただきまし

た。まだまだ分かりにくい 

ＤＸの定義、中小企業にお 

けるＤＸの考え方、そして

導入事例と明日から使える無料ツールの紹介をい

たしました。 

地方の中小企業ではリソース（ヒト・モノ・カ

ネなど）が限られることより、あれもこれもは出

来ません。まずは自社の現在地を知り、出来るこ

とから始めてみることが大事です。ＩＴやＤＸに

正解はないと思ってます。少しでも前向きに取り

組んでいただけたらと思います。当日はなんとＮ

ＨＫの取材ありと、緊張の中でしたが、素晴らし

い経験ができました。 

 

分科会３「見えない資産にこそ価値がある！～知

的資産とデザインによる経営の実践に向けて～」 

横山 康之介 

去る 11月 15日に開催さ

れた「中小企業経営シンポ

ジウム in 新潟」分科会に

おきまして、講師として

「見えない資産にこそ価

値がある！～知的資産と

デザインによる経営の実

践に向けて～」というテー

マで発表をさせていただきました。知的資産とは、

財務諸表には表れてこない無形の資産であり、企

業の競争力の源泉ともいえる、経営理念、人材、

技術、顧客等の経営資産の総称のことを指します。

抽象的になりがちなテーマであるため、スノーピ

ーク社における知的資産経営の分析と併せ、デザ

イン経営やパーパスといった旬な概念との関係性

についてもお話させていただきました。 

今回、貴重な機会をいただきましたこと、この

場を借りて御礼申し上げるとともに、今後もより

一層の研鑽を積んで参りたいと思います。 

 

 

 

中小企業経営シンポジウム 基調講演の様子 
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理論政策更新研修・新潟会場 実施報告 

              

（担当）研修委員会 小山 直久 

8 月 27 日（土）に、第 1 回中小企業診断士理論

政策更新研修（新潟会場）が開催され、150 名が

受講しました。今回は「中小企業のデジタル化支

援」をテーマとして研修が進められました。 

2020年 2月に端を発した新型コロナウイルス感

染症の流行は、事業継続力の強化や業務効率化に

よる生産性の向上等の課題について、中小企業に

とっては、デジタル化の重要性を再認識させる一

つの契機となりました。 

ＤＸという言葉が先行する中、中小企業診断士

は、事業者の現状を踏まえた段階的改善の重要性

を認識することができました。これらの知識やノ

ウハウ、経験談について、各方面の第１線で活躍

される 3 名の講師から、下記テーマで講義を行っ

ていただきました。 

・「新潟県の産業の現状とにいがた産業創造機構 

の支援について」 

（講師）澁谷 武 氏 

 公益財団法人にいがた産業創造機構 

企画・総務グループ 総括マネージャー 

・「経営用語としてのデジタルトランスフォーメ 

ーション」 

（講師）赤塚 浩一 氏 中小企業診断士 

ＩＰＳコンサルティング 代表 

・「デジタルとダイバーシティで築く新たな現場 

づくり」 

（講師）櫻井 馨 氏 

 伊米ヶ崎建設株式会社 代表取締役 

理論政策更新研修・長岡会場 実施報告 

              

（担当）企業再生支援研究会 上村 修 

 

9 月 10 日（土）に、第 2 回中小企業診断士理論

政策更新研修（長岡会場）が開催され、81名が受

講しました。 

今回は「中小企業の事業再構築支援」をテーマ

として研修が進められました。 

中小企業の経営環境は、コロナ禍の長期化や、  

燃料価格を中心とした各種仕入価格の高騰、人材

不足など様々な逆風が吹き、厳しい状況に置かれ

ています。 

このような状況で「事業再構築」への取組みは、

窮境打破の重要な選択肢といえます。          

中小企業診断士が事業再構築支援に取り組む

際に必要とされる知識やノウハウ、経験談につい

て、各方面の第１線で活躍される 3 名の講師から、

下記テーマで講義を行っていただきました。 

・「『中小企業活性化パッケージ』に基づく中小

企業活性化協議会の役割と活用方法」 

（講師）田中 満 氏  中小企業診断士 

  新潟県中小企業活性化協議会 統括責任者 

・「マーケティング視点での事業再構築支援」 

（講師）今井 進太郎氏  中小企業診断士 

グローカルマーケティング㈱ 代表取締役 

・「スキー宿から、雪国文化の発信拠点への変 

革。 

宿が牽引する観光地域づくり」 

（講師）井口 智裕 氏 

㈱いせん 代表取締役 
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中小企業診断協会 北関東・信越ブロック会議 

専務理事 平野 康晴 

令和 4 年 10 月 28 日㈮、栃木県宇都宮市のホテ

ルマイステイズ宇都宮にて、一般社団法人中小企

業診断協会（連合会）の北関東・信越ブロック会

議が開催されました。 

連合会本部、各県協会（栃木県、新潟県、茨城

県、群馬県、長野県）から会長・役員 2 名ずつが

出席。当協会からは、土田会長と私・平野が出席

しました。 

栃木県協会・伊藤副会長のファシリテートで会

議は進行。連合会本部による、来年度の政府の中

小企業施策、診断協会のあり方についての検討状

況、新たな実務補修の創設について等の報告があ

り、それから各県協会の活動状況報告、情報・意

見交換へと会議は進みました。 

リアルで開催されるのは 3 年ぶり。会議は白熱

し、活発な質問・意見交換が交わされました。4 時

間の会議時間はあっという間に時間切れ。有意義

な会議であったと、皆様口を揃えておっしゃって

いました。その後の懇親会も盛会となり、満足度

の高い 1 日となりました。素晴らしい会議と懇親

会の場を作り上げていただいた栃木県協会の関係

者の皆様に、改めて感謝の意を表したいと思いま

す。 

来年度は、我が新潟県協会が北関東・信越ブロ

ック会議の当番となります。春先にもプロジェク

トチームを発足させ、良い会議を実現できるよう

準備して参ります。時期が来ましたら、プロジェ

クトチームへの参画を皆様に呼びかけますので、

やる気のある方はぜひ手を挙げてください。 

【余話】 宇都宮といえ

ば、餃子の街として知られ

ていますが、カクテルの

街、ジャズの街としても有

名。2 次会はカクテルバー

の名店『パイプのけむり 

池上町本店』にアテンドし

てもらいました。お酒と会話と音楽をゆっくりと

堪能しながら、宇都宮の夜は更けていきました。 

企業再生支援研究会 

代表 上村 修 

 

今年度の第 1 回研究会は、7 月 23 日（土）にプ

ラーカ 3・駅南貸会議室ＫＥＮＴＯを会場として

開催されました。 

2 部構成で開催し、第 1 部が本間大輔会員から

「経営改善のためのＤＸ」とのテーマで講演頂き、

第 2 部は辰喜太輔会員から「消費税インボイス制

度の基本的な仕組みとその対応について」とのテ

ーマで講演を行っていただきました。 

今回は、企業経営を取り巻くトレンドテーマを、

該当分野に詳しい会員から講演を行っていただき

ました。  

 コロナ感染拡大のため、残念ながら研修会後の

懇親会は中止となりましたが、研究会には会場参

加 18 名、Ｚｏｏｍ参加 12 名の合計 30 名と多く

の方々からご参加いただき、会員間の交流と活発

な意見交換が行われました。 

 次回の研究会は、来年 2 月 25 日（土）に開催し

ます。講師は、外部講師として賀須井章人先生（中

小企業診断士・税理士、平成 30 年 10 月～令和 2

年 12 月の間、中小企業再生支援全国本部〔現名

称：中小企業活性化全国本部〕の統括プロジェク

トマネージャーを歴任され、その後税理士事務所

を開業）を予定しております。 

 企業再生の最前線で活躍されている賀須井先生

から、貴重な講演を受講できるチャンスとなりま

すので、多くの方々からのご参加をお待ちしてお

ります。 

  

研究会報告 
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事業承継・中小Ｍ＆Ａ研究会 

代表 土田正憲 

 

7 月 21 日（木）、新潟県事業承継・引継ぎ支援

センターと「中小ＰＭＩ」に関する合同勉強会を

開催しました。 

 

・テーマ 

中小ＰＭＩガイドラインの解説 

・講師 

中小企業基盤整備機構 関東本部 

連携支援部 連携推進課 

中小企業アドバイザー 渡辺政之 氏 

 

令和 4 年 3 月、中小企業庁から「中小ＰＭＩガ

イドライン」が公表されました。ＰＭＩとは、Ｍ

＆Ａ実施後の統合作業のことです。ガイドライン

には、事業の譲受側が実施することが望ましいＰ

ＭＩの取組について示されています。基礎編は小

規模案件を含めた全てのＭ＆Ａにおいて基本とな

る取組事業や留意点等を、発展編はＭ＆Ａ成立後

の事業の円滑な引継ぎのみならず、中小企業での

対応可能なシナジー効果等を実現するために行う

取組を整理しています。 

ガイドラインの公表と同時に、中小企業の事業

承継・引継ぎ支援に向けた中小企業庁と（一社）

中小企業診断協会が連携する旨が示されました。

当研究会としても、中小企業の円滑な事業承継・

Ｍ＆Ａの実現に資するために取り組んでまいりま

す。 

 

青年部会 

会長 長谷川 貴一 

青年部会の長谷川です。青年部会は、会員相互

の交流や情報交換を目的に勉強会や会合を定期的

に行っていますが、近年は新型コロナウイルスの

影響もありその他様々な活動にも取り組んでいま

す。オンラインを活用した東京都中小企業診断士

協会との交流や中小企業青年中央会主催の他、組

合との連携事業等、青年部会として外部関係者と

様々な連携をしています。 

本年度は、中小企業診断士がこれまで以上に中

小企業へのＳＤＧｓ取組支援を推進していけるよ

う、中小企業診断士向けにＳＤＧｓ取組推進マニ

ュアル策定をすることを目標に掲げ、中小企業診

断協会が行っている令和 4 年度調査・研究事業に

申し込み、無事採択を受けました。この調査・研

究事業では、調査研究として実施する打ち合わせ

や会議、企業や団体への訪問に係る交通費、ヒア

リングやその他情報収集等に対して、金銭的な補

助を受けることができます。その中で調査研究を

進めて、最終的には令和 5 年の 3 月までにマニュ

アルを策定して提出する予定です。年末年始のか

なり多忙な時期ですが、目標およそ 100 ページの

マニュアルを作るべく、参加メンバーが日々活動

をしています。出来上がったマニュアルが少しで

も中小企業診断士に活用されること、また、参加

したメンバーにとって少しでも学びになることを

期待してメンバー一同頑張っていきたいと思いま

す。なお、まだまだ人手が足りない状況ですので、

メンバー募集中です。少しでもご協力いただける

方がいましたら長谷川までご連絡ください。 

その他、世の中の情勢変化を見ながら、本来の

青年部会の趣旨である交流のための会合も開催し

ています。ここ 2,3 年の間でオンライン交流が主

流となった中、多くの人が対面での交流の大切さ

を感じているのではないでしょうか。年末年始と

感染者が増える時期ではありますが、感染対策を

行い会員同士がしっかりと交流できるよう活動し

ていきます。今後ともよろしくお願いします。 

 

青年部会報告 



- 7 - 

 

新入会員 小林 満男 

令和 4年 10月に入会し

ました、小林満男と申し

ます。平成 3年度登録で、

企業内診断士として中小

企業診断協会（東京支部・

中央支会）に加入し研究

会活動等に取り組んでき

ました。ＮＴＴでは無線通信技術者として、自動

車電話方式、マイクロ波通信方式及び衛星通信シ

ステムの開発、運用等に従事してきました。管理

職になってからは法人営業本部で、主に衛星通信

サービスの販売等を担当しておりました。 

役職定年と同時に 2011 年 4 月から、新潟国際

情報大学経営情報学部に勤務しております。業務

多忙ということで、中小企業診断士の方は活動を

休止し、毎年の更新研修に参加するだけとなって

おりました。現在は、情報システム関連の科目を

担当しておりますが、情報システムが企業や社会

の中で、いかに活躍しているのか、現場の状況を

把握するためにも、新潟県中小企業診断士協会に

加入することとしました。 

東京から新潟に来て 12 年目になります。自然

環境や食など、非常に恵まれていることに感謝し

つつ、また企業や多様な団体が多方面で活躍して

いるにもかかわらず、首都圏からみるとどうして

も存在が薄いような気がしています。新潟の持て

る資源、持てるパワーをもっと活かしていくこと

に微力を尽くしたいと考えております。現在、日

本一長い新潟砂丘をＰＲすべく地元の方々と新潟

砂丘遊々会を立上げ、砂丘ウォーキングを実施し

たりしています。 

今後は、研究会活動等を通して診断士の先生方

や地元企業に学びつつ、新潟の未来をつくる若者

たちの教育に活かしてまいりたいと考えておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

新入会員 灰野 源哉 

はじめまして。このたび

入会させて頂きました、灰

野源哉と申します。新潟市

生まれで、現在も新潟市に

住んでおります。京都の大

学を卒業後、県内の葬儀会

社に就職しました。葬儀会

社では、病院へのお迎え、

葬儀のディレクション、葬

儀当日の司会やサービス対応、霊きゅう車や送迎

バスの運転など、葬祭に関するあらゆる業務を経

験しました。 

中小企業診断士の勉強を始めたのが令和 2 年 2

月、ちょうど新型コロナウィルスが日本で蔓延し

始めた時期でした。世間の自粛ムードが、今と比

べ物にならないほど強かったことはまだ記憶に新

しいですが、この時流は私にとって有利に働きま

した。ただ仕事と勉強だけに集中し、淡々と日々

を過ごしました。しかしさすがに限界が来ていた

のか、令和 4 年 1 月、合格を知った瞬間は安堵の

あまり膝から崩れ落ちてしまいました。 

合格後はすぐに実務補習へ参加し、5 月に登録

を受けました。ちなみに、実務補習は大阪でマン

スリーアパートを 2 ヶ月間借り、居住しながらの

参加でした。6 畳 1 間ワンルームの生活で、新し

い出会いや初めての土地、これからの人生への期

待や不安と、学生時代のあのどきどきする感覚を

久しぶりに味わいました。 

帰省後は会計を通じたコンサルティングを行

うことを目指し、新潟市内の税理士法人に就職い

たしました。（この文章を執筆している 11月下旬

の段階で）まだ約半年ですが、会計業務に加えて

補助金申請やＢＣＰ策定など、様々な業務に携わ

らせて頂いております。 

 新潟の中小企業の成長を粘り強く支援していけ

るよう、これからも日々精進して参ります。ご指

導ご鞭撻のほど、何卒よろしくお願い申し上げま

す。 

 

新入会員紹介 
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◆令和 5 年 1 月 28 日（土） 

新春講演会および新年会 

◆令和 5 年 2 月 25 日（土） 

 第 2 回企業再生支援研究会 

 

新入会員 堀川 佳則 

お世話になります、堀

川と申します。 

出身は三条市で、今は

長岡市に居住しており

ます。現在は会社員とし

て新潟市に通勤してお

りまして、ＩＣＴ系のシ

ステム構築やメンテナ

ンスなどを担当しております。（といっても口だけ

動かすマネジメントのみですが。。。） 

転勤族で新潟・東京・長野あたりを行ったり来

たりしてきましたが、新潟に戻るたびに「やっぱ

新潟っていぃな」という思いとともに、もっとこ

の新潟に貢献したいという気持ちから中小企業診

断士を目指しました。2 年ほど前に試験は合格し

て、この 8 月に登録・入会させて頂きました。 

世の中、ＡＩ・ＩｏＴ・ロボティクス等といっ

た単語が溢れかえっており、新潟県内の中小企業

でも取り入れてＤＸを志向してらっしゃる企業様

も多数あるようです。未熟ではありますが、今の

ＶＵＣＡな時代に、そういった企業様と伴走でき

ることを目指して、活動していきたいと考えてお

ります。 

趣味は、たまに行くキャンプやバイクでぷらり、

あとは日帰り温泉やラーメン食べ歩きが大好きで

す。 

好きな言葉は「人間万事塞翁が馬」。良いことが

あっても慢心や油断せず、悪い事があっても気に

しすぎない、そんなことを心掛けております。 

まだ全く活動に参加できておりませんが、これ

から積極的に参加して先輩の皆様方や企業の方々

と触れ合いながら日々学んでいき、少しでも早く

新潟県の中小企業に貢献したく存じます。 

ご指導ご鞭撻のほど、ぜひ宜しくお願い申し上

げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他近況報告（実施済み） 

◇令和 4 年 11 月 11 日（金） 

「11 の専門家による無料相談会」 

◇令和 4 年 12 月 3 日（土） 

「中小企業診断士を目指す人の情報交換サロン」 

 

編集後記  

広報委員会 山崎寛和 

協会活動報告でも掲載されておりますが、11 月

15 日、「中小企業経営シンポジウムｉｎ新潟」が

開催されました。新型コロナウイルスの影響で昨

年は個別相談会のみの開催でしたが、今回は基調

講演・分科会・懇親会を会場で開催し、多くの方々

からご参加頂きました。広報委員会の樋口委員長

の元で春から準備を進めて参りましたが、無事に

終えることができ、感慨深いものがあります。ご

協力頂いた皆様とご参加頂いた皆様には改めて感

謝申し上げます。当日の様子はＮＨＫのニュース

でも放映されましたので、当協会のＰＲにもなり、

とても嬉しく思いました。 

 今回のスープレターは、久しぶりに新入会員紹

介のコーナーを設けております。近年、中小企業

診断士試験の受験者数が増加しておりますが、当

協会でも新入会員が徐々に増えており心強く感じ

ます。新入会員の皆様には是非、委員会・研究会・

青年部会等の活動に積極的にご参加頂き、会員同

士の交流を深めて頂ければ幸いです。 

そのためにも広報委員会では、これからも様々

な形で情報発信をしていきますので、よろしくお

願いいたします。 
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